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利島村告示第２号 

 

令和８年第１回（５月）利島村議会臨時会を下記のとおり招集する。 

  令和８年５月１５日 

 

 

 

利島村長  村 山 将 人 

 

 

                 記 

 

１ 日  時 令和８年５月２０日（水） 午前９時３０分 

 

２ 場  所 利島村役場議会室 

 

３ 付議案件 議案第２８号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度利島村一般会計補 

              正予算（第６号）及び浄化槽事業補正予算（第５号）） 

       議案第２９号 利島村庁舎建設基金条例の一部を改正する条例の制定について 

       議案第３０号 令和８年度利島村一般会計補正予算（第１号）について 

       議案第３１号 自走式クレーン車両購入 物品供給契約について 
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                〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員  

 

応招議員 ６名 

   １番   木  村  航  大  君     ２番   大  磯  元  希  君 

   ３番   石  野  美 由 紀  君     ４番   井  口     保  君 

   ５番   髙  田  竜  次  君     ６番   加  藤  大  樹  君 

 

不応招議員 なし 
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令和８年第１回利島村議会臨時会 

 

議事日程第１号                        ５月２０日午前９時３０分開会 

 

日程第 １ 議案第２８号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度利島村一般会計補正 

予算（第６号）及び浄化槽事業補正予算（第５号）） 

日程第 ２ 議案第２９号 利島村庁舎建設基金条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ３ 議案第３０号 令和８年度利島村一般会計補正予算（第１号）について 

日程第 ４ 議案第３１号 自走式クレーン車両購入 物品供給契約について 
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出席議員 ６名 

   １番   木  村  航  大  君     ２番   大  磯  元  希  君 

   ３番   石  野  美 由 紀  君     ４番   井  口     保  君 

   ５番   髙  田  竜  次  君     ６番   加  藤  大  樹  君 

 

欠席議員 なし 

 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

  村  長 村  山  将  人  君 副 村 長  加  藤  洋  亮  君 

  総務課長 
  ・ 住 民 
  課  長 
  （兼務） 

榎  本  雅  仁  君 
総 務 課 
調整担当 
課  長 

荻  野     了  君 

  環境建設 
  課  長 

上  野     崇  君 
産業観光 
課  長 

隅     智  孝  君 

 

職務のため出席した事務局職員 

  議  会 
  事務局長 

荻  野     了   
議  会 
事 務 局 
書  記 

中  川  晃  介 
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    ◎開会及び開議の宣告 

 

                                   （午前 ９時３０分） 

〇議長（加藤大樹君） おはようございます。ただいまより令和８年利島村議会第１回臨時会を開会

いたします。 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

 

〇議長（加藤大樹君） 初めに、議事録署名人を指名いたします。 

  今臨時会は、２番、大磯元希議員、５番、髙田竜次議員にお願いいたします。 

 

    ◎会期の決定 

 

〇議長（加藤大樹君） 会期についてお諮りいたします。 

  今臨時会の会期は、本日５月20日の１日としたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  したがって、今臨時会の会期は本日５月20日の１日とします。 

  日程についてお諮りいたします。日程については、配付している日程に沿って進めたいと思いま

すが、ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  日程については、配付した資料のとおり進めます。 

 

    ◎日程第１ 議案第２８号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度 

                 利島村一般会計補正予算（第６号）及び浄化槽事業 

                 補正予算（第５号）） 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程１、議案第28号 専決処分の承認を求めることについて（令和７年度利

島村一般会計補正予算（第６号）及び浄化槽事業補正予算（第５号））について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 
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          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） おはようございます。令和８年第１回５月の臨時会というところで、議員の

皆様におかれましては、大変お忙しい中、また６月の定例議会が迫る中、ご予定調整いただきまし

てありがとうございます。 

  本臨時会におきましては、専決処分１件、条例改正部分が１件、補正予算が１件、それから契約

案件１件となっております。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

  それでは、議案第28号です。専決処分の承認を求める件につきましてです。地方自治法第176条第

１項の規定により下記のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定によりこれを報告し承認を

求めます。 

  処分事項。令和７年度東京都利島村一般会計補正予算（第６号）、令和７年度東京都利島村浄化槽

事業補正予算（第５号）になります。 

  詳細に関しましては所管より説明いたしますが、公営企業会計におきまして契約に係る予算不足

が生じましたことから、必要な予算措置について専決処分を行ったものです。あわせて、一般会計

からの補助金増額についても専決処分により対応させております。 

  詳細に関しましては所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  議案第28号の専決処分の承認を求めることについて説明いたします。 

  浄化槽事業会計における汚泥再生処理センターの修繕委託につきまして、補正予算で計上させて

いただきました金額が誤っておりまして、年度末に予算が不足することが判明いたしましたため、

専決で対応させていただきました。浄化槽事業の大体17枚目ぐらいになってくるのですけれども、

委託料703万5,000円計上させていただいております。一般会計補助金を同額を歳入として設定をさ

せていただいております。 

  一般会計のほう、11枚目ですか、歳出の説明書のところです。一般会計の補正予算につきまして

は、浄化槽事業の補正予算に伴い一般会計補助金を計上させていただいております。こちらに関し

まして、予備費の残を減額し、歳出に増減はございません。 

  以上、議案第28号 専決処分の承認を求めることについて説明をさせていただきました。よろし

くご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問のある議員は挙手をお願いします。 

  ２番、大磯議員。 
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          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） よろしくお願いします。 

  令和６年、令和７年、令和８年も見たのですけれども、予算書に汚泥再生処理センター維持管理

支援業務という内容がなかったので、これについて何か詳細を教えていただければ幸いです。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 具体のところの名前は今ちょっと出てこないのですけれども、金額

としては、維持管理委託のほう計上させていただいていたと思ったのですけれども。今私のほう、

すみません、上手く説明できないところではあるのですけれども、そのほうを計上させていただい

ていたのですけれども、一般会計のこの形で予算書として出てきませんで、公営企業会計のほうで

横長のもので今出して……ごめんなさい、今手元に予算書ないのであれなのですけれども、そちら

に関しては、全額ではなかったというところが正直なところでございますけれども、科目としては

計上させていただいておりまして、そちらのほうがあったのですけれども。 

          〔何事か言う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 点検等の内容ということで。 

          〔「はい」と言う人あり〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 点検委託に関しましてですけれども、設備というか部品とかそうい

うところによって変わってくるのですけれども、物としては年１回から４回、施設に業者さんに入

っていただいて、水処理機器、そちらのほうの点検、調整を行っていただくというところで、定期

点検委託としてやっていただいております。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はありますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） ご答弁のほう、もう一度お願いしたいと私は思うのですけれども、計上は

なかったというふうなことでご質問していると思うのですけれども、それが今予算書がないからと

いうふうなことで具体的にご説明を頂戴できないのか、計上自体はしてあるけれどもということな

のか。事業の説明云々というよりも、ご質問の内容に沿ったことを私のほうでもご質問しようとし

ていたので、再度その点について明確にご答弁頂戴したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 委託のほうでちょっと予算組ませていただいているところであった

のですけれども、修繕のほう、金額のほう見間違えたところもございまして、そちらのほうの額を

増額はさせていただいていたのですけれども、修繕するのと点検するの２つがあったのですけれど
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も、そのうちの１つのほうを、同じような大体700万円ぐらいの額で両方ございまして、そちらのほ

うの業務のほうと、私どものほう誠に申し訳ないのですけれども、混濁してしまって、最初点検の

ところで金額を積ませていただいたのですけれども、年度途中で、いや、これは修繕のものだった

というところで、増額は１回させていただいていたのですけれども、そちらしてしまったのですけ

れども、もともとの点検のほうのところが額として漏れてしまったところございまして、そちらの

ほう今回専決処分で増額させていただいたというところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 実際に瑕疵があったというところなのですけれども、それは致し方のない

ところでもあろうかと思うのですけれども、あってはならないことだとは思いますけれども、それ

が判明したのがいつだったのでしょうか。そして、３月31日現在で専決をなさっていますけれども、

その経過、経緯についてご説明頂戴できますか。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 年度末に至って、３月末になってくるのですけれども、そちらのほ

うで業務２つあることがそのとき判明しまして。３月末でもう議会招集等間に合わない状況になっ

ておりましたので、３月31日付で専決をさせていただいたというところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 年度末に、要は精査をした段階で漏れがあったということで、それは３月

の議会が終えた後のことだったということの認識でよろしいのでしょうか。ご答弁頂戴したいと思

います。 

〇議長（加藤大樹君） 上野環境建設課長。 

          〔環境建設課長（上野 崇君）登壇〕 

〇環境建設課長（上野 崇君） 議会が、３月の定例会が終わりまして、年度末になって発覚しまし

て、定例会にはもう間に合わなかったというところでございます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 専決の日にちが３月31日付だったというところは、年度内に処理をしなけ

ればいけないということで、その日にちが示されているのだと思うのですけれども、その事案が発

生をし、専決に至るまでの間に数日あったかとは思うのですけれども、その間に何らかのこちらに

対してのご通知とか頂戴ができなかったものかというふうなところも一つです。 

  あとは、専決があれば次の議会で承認を得るといったところが常だったと思いますが、年度末と
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いうところと会計のほうの締めがあるということで、この臨時の会を設けなければいけなかったと

いうことは十分承知しているのですけれども、３月31日現在で専決を下した段階で、臨時の議会を

招集しなければいけないということが分かっていたことであろうかと思います。それがこの５月の

末になったというふうな経緯についてもご説明頂戴できますか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。よろしくお願いいたします。 

  今回臨時議会開かせていただいたのは、今回の補正というか、専決の部分と別の要件がございま

して、令和８年度の一般会計の補正予算について入札不調があったといったところがございまして、

その部分で可及的速やかに議会を開いて予算をお認めいただきたいというのがあったので、今回臨

時会を開かせていただいていて、専決というのは、通常でいきますと６月で専決なのですけれども、

議会を、臨時会を開いてしまうと、そこで専決をしてから最初の本会議で専決の処分について議決

いただかないといけないといったところで、どちらかというと、そこは本来６月にやるべきところ

だったのですけれども、臨時会でやらなければいけないもの、ラフテレーンクレーンの車庫の入札

不調があったために、ちょっと補正を組ませていただきたいといったところ、そこが先にあって、

今回浄化槽会計と一般会計の専決処分というのをやらさせていただいたというのが経緯でございま

す。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 不調は、お日にちがいつだったのかお聞きできればと思うのですが。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  その件につきましては次の議案にございますので、そちらのほうで答弁させていただきたいと思

います。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） これは確認なのですけれども、専決の承認は次の議会でというところだと

いうことはご説明頂戴したのですけれども、その専決に当たっては、出納閉鎖がある都合でこの議

会におかけになっているというふうな認識でよろしいわけでしょうか。この議会で議案を提案しな

ければいけないもので、６月であってはいけなかったものだという認識をしていたのですけれども、

それは間違いですか。 



 - 10 -

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  こちらの専決につきましては、出納閉鎖とかそういったところとはまた別に、専決処分を行った

最初の本会議において専決処分の議案を上程しなければいけないといったところで、本来でいきま

すと、この臨時会がなければ６月議会の定例会で上程するところなのですけれども、今回は臨時会

を先に５月中に行ったといったところで、この機会に上程させていただいているといったところで

す。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） １番、木村です。よろしくお願いいたします。 

  予算編成で事業の計上が漏れるということはあってはならないことだと思っておりますが、今後

執行部としてはどのような対策を考えておりますでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いします。木村議員のご質問にお答えします。 

  こちらのほう、やはりあってはならないこと、議員のおっしゃるとおり重々承知してございまし

て、再発防止策として、こちらのほうにつきましては、契約起案の際に支出負担行為の書類につい

ても同時に添付するといったところで、支出負担行為、必ず通していないと。支出負担行為という

ものが、予算がないと支出負担行為は起こせないといったところ、そこはシステムでロックがかか

っていますので、そこと現在財務会計のシステムと契約起案のシステムというのですか、そちらの

ほうが連動はされていないと。連動するところもあるのですけれども、そこというのが、費用対効

果の部分でシステムのほう今連動させていないといったところございまして、ただこれ再発防止と

してそこも検討したのですけれども、やはり費用、コスト的なところが非常にかかるといったとこ

ろで、そこにつきましては、契約起案書を回す際には必ず負担行為が添付していることというふう

にルールを厳格化させたといったところになります。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今の対策について確認をしたいと思います。今までその対策をしてこなか
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ったことによって、何ら疑問点だとか、今までそういったことに対して審議というか検討というか、

そういうことはなされてこなくて、今回初めてそのような対応策をお考えになっているということ

でしょうか。 

  大変失礼なのですけれども、計上漏れ等、ここ５年ぐらい毎回傍聴しているのですけれども、数

度あったというふうにして私も認識しているのですけれども、そのたび何らかの対策をお考えにな

っていたと思うのですけれども、今回そういうふうな対策をお立てになることによって、それが完

全に対応策になるのかどうか、その辺についてもちょっと疑問に感じるのですけれども、ご説明頂

戴したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問にお答えします。 

  石野議員のご質問の内容でいきますと、ちょっと言い訳がましいところになってしまうのかもし

れないのですけれども、人のやっていることというところでありますので、その都度私どもも、執

行部のほうも対応している状況となってございまして、従来からの紙ベースというのですか、判こ

押してというようなところから決済方法を変える際に、手弁当といいますか、私のほうでシステム

構築みたいなところもちょっとやらせていただいたといったところありまして、私もその際にちょ

っとうっかりしていたのですけれども、職員のほうにも研修等々では必ず通知して、当然予算がな

ければ執行できないよとか、負担行為を起こさなければ当然契約行為には至らないよとか、そうい

った研修等々でも話はしていたのですけれども、そういったところの中で負担行為を上げないでと

いうのですか、契約は先に走ってしまっているというような現状というのが行われたというところ

を、完全に私の、そんなことはないだろうという思い込みというのがございまして、やはりそうい

った中できちんと対応していく必要性があるといったところで、システム改修というか、今回そう

いう添付しなければ決済を回せないようなことにはさせていただいたのですけれども、そういった

ところは重々今回のことも踏まえて、執行部というか、そういったところも含めて点検等々は行っ

ていきたいというふうに考えております。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了し、これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 
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          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成４…… 

          〔何事か言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） それでは、採決を挙手で行います。 

  賛成の方、挙手を願います。 

          〔賛成者挙手〕 

〇議長（加藤大樹君） それでは、採決の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第２ 議案第２９号 利島村庁舎建設基金条例の一部を改正する条例の制 

                 定について 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程を進めます。 

  日程２、議案第29号 利島村庁舎建設基金条例の一部を改正する条例の制定について議題といた

します。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第29号 利島村庁舎建設基金条例の一部を改正する条例の制定について、

上記議案を提出する。令和８年５月20日。提出者、東京都利島村長。 

  詳細に関しましては、所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） よろしくお願いいたします。それでは、庁舎建設基金の見直しに

ついてご説明申し上げます。 

  説明資料のところ、お願いいたします。こちら公共施設整備基金に見直すといったところでござ

います。見直しの背景でございますが、近年資材価格の高騰や人件費の上昇等により公共事業にお

いて予定価格と実勢価格との乖離が生じて、入札不調が発生する事案が増えてございます。こうし

た状況の中で、従来のように施設ごとに個別の基金を前提として対応する手法では、機動的かつ計

画的な事業執行が難しくなってきております。そのため、公共施設整備に係る財源の持ち方につい

て見直しを行うものでございます。 

  これまでの経緯といたしましては、かつて公共施設整備基金を整理し、財政調整基金へ一時集約

した後、庁舎整備に供えるため庁舎建設基金として再積立てを行ってまいりました。今回の見直し
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は、その対象を庁舎単体から公共施設全体へ広げるものであり、一貫して公共施設整備の財源確保

という考えに基づくものでございます。 

  改正の内容は３点ございます。１点目、基金の名称を庁舎建設基金から公共施設整備基金へ変更

すること。２点目、基金の目的を庁舎建設に限定したものから、道路、公共建築物、防災施設など

を含む公共施設全般の建設改修等へ拡張すること。３点目といたしまして、基金の運用の考え方を

明確にし、安全性、流動性、効率性の原則を規定するとともに、預金や国債等による安全性を重視

した運用手段を整理することでございます。 

  この見直しにより、施設単位の考え方から公共施設全体を見据えた全体最適へ転換し、優先順位

に応じた柔軟な対応が可能となります。また、入札不調への対応力向上や資金の滞留防止、効果的

な活用にもつながるものと考えております。なお、基金の使途は引き続き公共施設整備に限定され

ており、支出に当たっては予算議決を経て執行することに何ら変わりはございません。あわせて、

内部規定により適切な管理、チェック体制を整備してまいります。 

  本件は、基金制度そのものを変更するわけではなく、社会経済状況の変化に対応した公共施設整

備の財源により適切な運用を行うための見直しでございます。 

  以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問がある議員は挙手をお願いします。 

  １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） よろしくお願いいたします。 

  本基金は、当初庁舎の建設を目的として積み立てられてきたものですが、また目的を広げること

で今後庁舎の建設の構想はどのように扱われるのか、伺わせてください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  こちらのほう、庁舎も含めた公共施設といったところでございますけれども、現状の見通しとい

たしますと、これまで庁舎建設というお話をさせていただきましたけれども、焼却施設ですとか脱

塩施設とか、３月議会の際に髙田副議長からもご質問をいただきましたけれども、庁舎建設につい

ては学校施設ですか、そういったところで公共施設の中で建替えを目指していかなければいけない

ものというのが結構多くなっているといった中で、庁舎については、優先順位といったところでい

くと、ちょっと今までとトーンを落とした形でいかなければいけないのかなというふうに考えてお

ります。 
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  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） ありがとうございます。１点確認なのですが、先ほど庁舎以外にも公共施設

のところのお話がありましたが、次の議案第30号で一般会計補正予算が提案されておりまして、そ

の財源として庁舎の建設基金から繰入金が計上されておりますが、本議案の条例改正として、30号

の補正予算と関係があるという認識でお間違えないでしょうか。執行部の説明を伺います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  まさに議員のおっしゃるとおり、この後の議案の一般会計の補正予算の部分のところで、財源が

やはり足りなくなってきているといったところもございまして、ここも含めて庁舎建設基金から公

共施設整備基金へと切り替えさせていただきたいといったところとなっております。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 庁舎の建設の基金を設立するに当たっても、議会の承認を得て、要は住民

からの負託を受けて、住民の承認を得たというふうなことでなされた基金であります。それを、乱

暴な言い方をすれば、お金が足りなくなったから基金を取り崩してそれに充てるのだといったよう

な、乱暴な言い方ですけれども、結局そういうことなのですけれども、そういったことで対応しな

ければいけない今現在の利島村の財政というところが大変問題だというふうに認識しております。

必要なものなので、どこからかでも工面して、何とかお支払いをしなければいけないので基金を崩

すのだというふうな、乱暴な言い方ですけれども、そういった言い方に変えてもやぶさかではない

ぐらいの今財政状況だと思います。 

  ほかの事業もこれから控えていくに当たって、このような資金を用意せざるを得ない状況である

というふうなことからして、何らかの形で対応しなければいけないのだというところは、賛成であ

れ反対であれ、資金を手当てしなければいけないというところで考えていかなければいけないとこ

ろなのですけれども、再度そういうふうなところを考えなければいけない内容の中に、本年度の事

業に対しての再構築をしようといったような、そういうふうなお考えの余地はおありになって今回

の基金を崩すというふうな手法をお出しになっていますけれども、今年度の予算に対しての再構築、

そういったことも考えなければいけない段階ではないかというふうに認識していますけれども、そ

ういったことに対してはご検討の余地があるのでしょうか。 
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〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員からのご指摘、予算編成全体に対するご指摘かなと、厳

しいお言葉であるかもしれないのですけれども、まさに我々も毎日、今日もそうですけれども、今

後の予算編成、財源の在り方に関しては慎重にというか、日々協議をしているところです。特に令

和８年、まだ２か月ほどですけれども、これから先の令和９年度、それから10年度に向けて、これ

は、今回のクレーンの車庫、これから上程させていただきますけれども、その整備はきっかけとい

うか、スタートに位置づけておりまして、その後に続くやはり焼却施設ですとか、そういったもの

の施設の更新に関しての財源の確保とか、事業全体の運営に関しましては慎重に取り扱わなければ

いけないかなというふうに考えております。 

  そういった中で、今回の措置に関しましては所管より説明があったとおりで、効果的に今ある財

源を運用していくための手法の一つというふうに考えております。というのは、そのお金、庁舎建

設基金があって、今の条例のままだと手がつけられない状態であるという中で、では今回、後ほど

また説明がありますけれども、クレーン車庫の物価高騰等による財源不足に関しまして、どういう

ふうに財源を確保していくのか、はたまたその事業全体をやめるのかという判断に当然迫られてい

た中で、先々のことを踏まえてやっぱり確保していかなければいけない、やりくりしていかなけれ

ば、運営していかなければいけないというところで今回の判断をさせていただきました。その上で、

議員の皆様にはこの臨時議会または定例議会等でその都度ご説明させていただいた上で、ご理解、

ご協力、または議論をさせていただいた上で進めていきたいなというふうに考えております。 

  いずれにしても、経営といいますか、財源の確保に関しましては、先日東京都の行政部の方々も

回答いただきましたが、この場ではちょっと全て申し開くことはできませんけれども、詳細なお話

をさせていただいた上で、まさに持続可能な未来の利島のために進めていきたいと思いますので、

引き続き議員の皆様にもご指導をお願いしたいなというふうに思っております。よろしくお願いし

ます。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） お話いただいた内容が分からないわけではないのですけれども、質問をし

た内容に、今年度の事業について、予算について再考するかしないか、またそういったことの方向

で考えなければいけない状態ではないかということです、申し上げていることに対してのご答弁を

頂戴したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 事業全体の再考というところがどの規模の再考というのは、ちょ
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っと量りかねるところではありますけれども、基本的にはやはり３月の定例議会でお認めいただい

た当初予算、これに基づいて我々としては執行していかなければいけないものだというふうに考え

ております。また、その都度状況が変化し、今回のように臨時議会もそうですけれども、６月、９

月、12月の定例議会でその都度補正なり変化が生じましたら、予算措置または条例改正等で議員の

皆様にご説明をし、お認めいただいた上で執行していきたいなというふうに考えております。 

  戻りますけれども、全体の見直しというところに関しましては、３月の定例議会の当初予算を枠

に進めていきたいなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今回のこの基金の条例の変更というか、そういった類いについて、単独で

この議案を審議するといったところだけを考えると、それだけの基金の在り方について審議すると

いうことですけれども、木村議員からも質問があったように、この変更しないことによっては、変

更することによって次の議案の不足分を賄えないためにこの議案を上程されているというふうな関

連性がもちろんあるはずです。そうしたことを鑑みても、村長が今年度の予算にのっとって事業を

進めていくのだという。この不足分に対しても予算化されていたというところがあります。調停が

不調にあったということでこの基金を取り崩して充てたいのだというところで、この基金に対して

の議案が上程されていますけれども、全部つながっている議案になってしまうのですよね。そうす

ると、この不足分に対しても、今年度の予算であったはずです。その予算内での執行が無理だとい

うことでこれが上程され、予算を賄わなければいけない状態。それなのに、ほかのことに対しては

そのままで事業を進めていくのだというふうなのは、やはり無理があるのではないでしょうか。予

備費も先ほどの資金の専決分でそれも使われている状態で、予備費も底をつくような状態で、その

ような状態で、当初予算で可決されているから全ての事業を行うのだというのは、あまりにも予算

を組んだ時点から大変短い期間ではありますけれども、情勢が変わっているというふうな認識は十

分なさっているのだと思うのです。ですから、この不足分が発生したという事象が発生しているの

です。 

  そういう事象が発生していることをやはりお認めになっているということで、この基金の議案が

上程されているというふうなことにもかかわらず、ほかの事業については全てそのままやりたいの

だということに対しては、やはり無駄なものというものはないと思いますけれども、今年度どうし

ても資金不足のために抑えなければいけないものもあろうかと思うし、抑えられるものもあろうか

と思うのです。そういったことをやはりもう一度お考え直しいただくようなお考えがないと、この

村の財政が破綻してしまいます。この先焼却場、その他いろいろな事業がありますけれども、世界

情勢が読めないこの状態において、もう少し予算に対して慎重にお取り計らいいただきたいという
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ところが私の意見なのですが、いかがでしょう。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 石野議員のご質問、ご提案についてお答え申し上げます。 

  まず、１点訂正させていただきたいところでいきますと、予備費については令和７年度の話でご

ざいましたので、令和８年度予算については、予備費についてはまだ残っているというような現状

ございます。 

  また、議員のおっしゃるとおり、昨今の社会情勢、そういったものを踏まえて、やはり私どもも

予算見積りをしていく中で、最大限という言い方が適切かどうかというところはあるのですけれど

も、見積りというか積算する中で、やはり上限のほうを結構見ている中で、昨今のイラン情勢とか

国際情勢とか、物価高騰というか資材高騰というところでいきますと、想定している以上に高騰し

ているといったところございます。ただ、どうしても整備しなければいけない、今回ちょっと庁舎

建設とはまた別ですけれども、クレーン車庫については、ラフテレーンクレーンを購入するに当た

って、やはり車庫がないと、この島の塩害とか、そういったところで、より設備の車両の延命が図

れないといったところで、どうしてもクレーン車庫の整備は必要だといったところで、当然想定し

ていた以上のところになってしまったといったところも含めて、今回庁舎建設のための基金を、同

じ目的というか、公共施設というところでは同じところでございますけれども、変えさせていただ

いて、そこから財源として充てさせていただきたいといったところは当然今回のご説明させていた

だいているところでございますけれども、予算の中で、当然私ども職員もあるから使おうと、そう

いう考え方で仕事しているわけではございませんし、当然必要なものだから予算計上しているし、

必要でないものをわざわざ買ってとか、つくってとか、そういったところはないので、そういった

中で当然職員の中の、適宜必要なもの必要ではないものとか、そういったものを含めて予算のほう

はしっかり、無駄なもの、経費落としていくというような作業をしてございますので、そういった

中で、６月議会を超えたときとか、当然職員の中でも現時点では補助金とかまだ申請していないと

か、これ申請できるのではないかとか、そういったところも含めて財源確保には注力していくとい

ったところでございます。 

  また、当初予算でお認めはいただいているのですけれども、庁舎建設でなくても財政調整基金の

取崩しというのが、今年度、令和８年度については今のところ行っているといったところも、そこ

についても結局財源が足りないといったところはございますので、そういった中もしっかり精査し

ていきながら事業は進めていきたいと考えております。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ２番、大磯議員。 
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          〔２番（大磯元希君）登壇〕 

〇２番（大磯元希君） よろしくお願いします。 

  今の榎本課長の答弁でもあったとおり、近年の国際状況によって物価が高騰していることは、村

の努力ではなかなか難しい中、村政運営をなさっていると考えています。その中で、今回基金の用

途の拡充に加えて、基金の運用について具体的に列挙して挙げられていると思いますが、ここに対

してどのように基金を活用していくかについて、お考えをお聞かせください。 

〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 大磯議員のご質問でございます。こちらのほう、やはり基金の運

用といったところも、これまでの低金利時代から変わってきたといったところもございますので、

当然運用していかなければいけないといったところでございます。できるだけ、先ほどもお伝えし

ているのですけれども、財源確保というのは基金の運用というところもあるのですけれども、そこ

は確かに運用はするのですけれども、公金でございますので、運用については慎重に行っていかな

ければならないというのは十分認識してございます。 

  これは、どこの自治体でもそうなのですけれども、当然国債を購入するですとか、預金ですとか、

または地方債ですか、簡単に言えば東京都の債券を買うですとか、そういったような形とか含めて、

運用については会計管理課長とも相談させていただきながら運用していきたいというふうに考えて

ございます。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はございますか。 

  ４番、井口議員。 

          〔４番（井口 保君）登壇〕 

〇４番（井口 保君） 私のほうからちょっとお聞きしたいのですが、要するに今現在この基金につ

いて、このまま庁舎建設基金としてやっていくにはちょっと他の公共施設の運用ができないという

ような形で、今回このような改定が行われたと、そのように理解はしています。 

  確かに、今現在この日本でも大変な物価高騰、それと作業員の取り合いになっています。それで

今朝のテレビでもやっていましたが、二十何か所の県で不調、それとあとは入札希望者がいないと

いうようなことにもなっています。確かに我が島でもそういった点ではきついなと思います。まし

て離島なものですから、各建設業者さんもなかなか入りづらいと。そういった中で、基金を何とか

上手に運用していこうという形で今回の基金の変更となったのだろうとは思います。 

  確かに、他の議員もいろいろとご意見をしていただいていますように、やっぱりこういった公共

的な基金といえどもお金ですから、そこは十分な、慎重な考えを持ってうまく利用していくべきだ

ろうと思います。その辺について、何かご答弁があればお願いいたします。 
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〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 先ほどの石野議員と同様のご質問というか、ご指摘かなと伺っております。

非常に厳しい状況であるというのは間違いないといった中で、ただそこで、例えば高いからやめま

すというような判断をしてしまうことがいいのか悪いのかというところに日々悩まされているのは

現実としてありますが、やはり現時点での住民の生活を守らなければいけないというのはもちろん

ですけれども、将来にわたっても利島村を維持していく、先の住民のためにも必要なサービスであ

るというところを軸に判断をし、また併せて財源の確保、自主財源が5,000万ほどという乏しい自治

体であるので、そういったところでは国や東京都と連携してといいますか、ご相談をさせていただ

きながら進めていきたいなというふうに考えています。 

  ただ、これも石野議員の中であったとおり、当然厳しい判断をしなければいけないときも今後出

てくる可能性もあります。やりますと言って、高くなってもやってしまうということが果たしてい

いのかどうかというところの判断は本当に慎重にやらなければいけないかなと思います。なので、

あまりにもというような状況になれば撤退するというか、別の方法を考えるというところはありま

すが、まずは今の計画どおりに進めていくというところを基本路線に、様々な要素を鑑みながら進

めていきたいなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ありますか。 

  ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） よろしくお願いします。私もここについて何点か質問させていただければと

思います。 

  まず、公共施設の整備の財源確保を目的とした運用とするというところについてお伺いします。

今まで庁舎の建設の基金として積み立てているときには用途が限定されていて、明確に庁舎に関わ

るところのみに使用するというところが明確でしたが、公共施設の整備となりますと、建設、あと

修繕等含めまして、村の予算で建設や修繕が行われるものというのは、多かれ少なかれ公共性は帯

びるものに予算がつけられているはずですので、ほぼほぼ建設や修繕のもの、解釈の幅によっては

どれにでも使えるというところだと思います。この辺り、運用のところでどこでブレーキをかけて

いくかというか、使いやすい財布になってしまうという懸念があると思いますので、これに対して

は使わないとか、これに対しては公共性が低いからここの基金の取崩しはしないといったところの

ブレーキをどのようにかけていくのか、公共施設の整備の定義で、今の段階で明確に何かありまし

たら、区別のラインを教えていただければと思います。 

  よろしくお願いします。 
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〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

  何でも使える基金になってしまうのではないかというようなご質問かと思われますけれども、私

どもは当然、副議長もおっしゃったとおり、公共施設の建設また改修といったところでございまし

て、限定されており、一般的な経費に使用することは想定してございませんというか、できません

といったところ、特定目的に縛られているといったところでございます。 

  今現時点で考えているのは、当然公共施設に関わる建設とか改修ですけれども、大規模改修とい

ったところを考えてございまして、金額で幾らとか、そういったところはお示しはちょっとできか

ねるところではございますけれども、施設的な話でいきますと、庁舎も含めてですけれども、学校

施設ですとか、当然先ほどから話題に上がっている焼却施設ですとか、そういった中も含めて、今

回のクレーンの車庫とかもそうですけれども、そういった中とか、村営住宅の大規模改修ですとか、

また道路の大規模改修と、そういったところについてはどうしても必要となれば、この基金を活用

するといったところになるのかなというふうに考えてございますので、小規模な修繕、修繕と改修

の違いがどうかといったところですけれども、そういった中で日々というか、年々で行うような修

繕について、この基金を使うつもりも、また使えないといったような考え方でいます。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ご答弁ありがとうございます。大規模な修繕だったり建設、今ですと具体的

な例としましては、焼却場建設等々が見込まれているという状況だというところを理解いたしまし

た。 

  財源の確保という視点に立ちますと、このような運用に切り替えることによって、地方債の起債

の比率等も問題になってきておりますので、より有効な形で財源を確保していくというところの視

点で言うと、非常によい変更かと考えておるのですが、逆に言うと、先ほどから答弁でも幾つかあ

りましたが、大規模な建設工事等になると、整備のそもそも費用自体が大規模なものになってくる

と思います。莫大な費用がかかる中で、地方債等の起債も視野に入れながら財源確保をというとこ

ろになると、使いたくなってしまうというのが行政の施策を進めていく上では、思考としては当然

かなというふうに考えております。なので、運用のほうでどのようにこの使いやすくなった財布の

ひもを締めていくのかというところのほうが、規律を保つところのほうが難しいかと思うのですが、

この基金を取り崩す際の基本的な方針というか、使いやすい財布をつくった中で、どのように財政

規律を全体の中で取っていくか、この基金の使い方に関して何かご答弁があればお伺いできればと

思います。よろしくお願いします。 
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〇議長（加藤大樹君） 榎本総務課長。 

          〔総務課長（兼務）（榎本雅仁君）登壇〕 

〇総務課長（兼務）（榎本雅仁君） 髙田副議長のご質問にお答えします。 

  こちらのほう、まさに財源、また規律をどうやって整えるかと。まず、そういったところにつき

ましては当然予算に関わってくるところですので、議会の議決を経なければ基金の取崩しというの

は当然できませんので、そういった中では、議会のほうにも諮りながら当然使っていくといったと

ころは副議長も多分ご存じだとは思うのですけれども、私どもが考えておりますところでいくと、

やはり建設をするに当たっても、施設によって補助率も違いますし、交付税の措置率も違いますし、

後からの起債の比率も違いますしと。そういった中で、やはり必要なものには私ども職員のほうも

きちっとした判断の下というのですか、補助率が高いものについて、施設を造る場合においては当

然起債をしなくてもとか、基金を取り崩さなくても補助でまだ賄えるというようなところもござい

ますけれども、どうしても最たる例が庁舎建設費だと思うのですけれども、庁舎建設に係るときっ

て、基本的には補助というのに当たらないというのが現実問題のところでございまして、そういっ

た中で含めても、やはり必要なところに必要なお金を使うというのが基本となってございますので、

そこについては、ぜひ委員会の皆様においても、予算案の中でご審議いただければなというふうに

考えております。 

  以上となります。 

〇議長（加藤大樹君） ５番、髙田副議長。 

          〔５番（髙田竜次君）登壇〕 

〇５番（髙田竜次君） ありがとうございます。財源確保に際して柔軟な対応、基金も含めて、全体

の中でしっかりと財源を確保していくというところは、行政をしっかり前に進めていくというとこ

ろではすごく重要なところかなと考えています。 

  財政規律を保つところで言うと、私たち議会も含めて、しっかりとそこは規律を保つために監視

はしていかなければいけないですし、この場での議論も含めまして、そこら辺の全体の財政のバラ

ンスというのは取るために、私たちも責任を持って役目を果たしていければと考えております。 

  また、国際情勢も含めまして、建設工事に関わる、私ちょっとそちらの業種におりますので、物

価の高騰だったり建設工事がすごく難しくなってきているという現状は認識しております。その中

でもしっかりと進めるものは前に進めていかなければならないというところで、財政的な運用自体

は非常に高度になってくると思います。財源確保の基金の取崩し等も含めて、やれるオプションが

増えてくると非常に規律を保つのも難しかったり、運用自体は我々議会も含めて行政のほうも非常

に運用が高度になってくるところだと思いますので、しっかり議会のほうも協力して、財政の規律

等は取っていけるかと考えております。 

  これについては答弁は結構です。以上です。ありがとうございました。 
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〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はありますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 先ほど私のほうから事業の縮小とか見直しについて申し上げた件について、

職員は余分なものを買ったりとか、そういったことはしないのですよというようなご答弁頂戴しま

した。もちろんそういうふうなことに対しての認識は持っております。皆さんが一生懸命なさって

いるということは、こういうふうな事態がなくてもおやりになっているということは十分に認識し

ているつもりです。 

  そういうふうなことではなく、根本的な事業に対しての見直しというところをなさらなければい

けないような状況ではないかというふうなご質問をしていたわけです。具体的にどの事業に対して

やめなさいとか、そういうふうなことではありませんけれども、実際にお金をかけてやって、すば

らしい成果を望むといったところもおありになるとは思いますけれども、その結果がお金をかけた

ことで成果が出ることも十分あろうかと思います。ですけれども、お金をかけなくてできる成果に

変えていく、そこはやっぱり知恵で賄っていくといったようなところでおやりいただける分野がお

ありになるのではないかというふうに私は認識しております。 

  予算の配分、大分今年度１つの方向に予算を重点的にお充てになったりとか、村長の施政方針で

も重点的に取り組むのだというふうなご提案も頂戴していますけれども、お金をかけるだけで行え

ることと、お金をかけなくてもやれることとがあるというふうに思っているのですけれども、具体

的にどの事業ということは申し上げませんけれども、その点について、やはりもう一度ご再考して

いただきたいと私は考えますけれども、村長いかがですか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 石野議員の事業の見直しに関するご質問、ご指摘に関してですけれども、ど

の事業をどう再考するかというところが現時点でちょっと推し量れないところはありますが、常に

職員とも話はしておりまして、令和８年度、まだスタートして２か月ほどの中で、８年度予算編成

に当たっても様々な査定を経て３月の予算にたどり着いたというところもありますので、引き続き

その執行に向けて尽力はして、努力はしていく必要があるかなと、またそうしなければいけないか

なというふうに思っております。 

  一方で、やはり世の中の状況が変わってきているとか、それをやること自体が厳しくなるという

場合が今後起こり得るかもしれませんので、その執行に際しても慎重に判断はしていかなければい

けないかなと。また、その執行というか事業の効果、そういったものを含めて、よく注視をしてい

かなければいけないかなと思っておりますが、繰り返しになりますが、現時点ではお認めいただい

た予算の執行に向けて努力していかなければいけないというふうに考えております。 
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  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 再三申し上げますけれども、村長が今二月足らずというところで、今年度

の事業に対しての見直しはお考えになる時期でもないといったようなところをお話しになっていま

すけれども、この３月の末に、３月の議会において予算が可決、私は反対しましたけれども、可決

された時点で、現在の時点でもう補正の予算を組まなければいけないような、こういう事態が発生

しているのにもかかわらずそのようなご答弁を頂戴するというのは、ちょっとあんまりにも理解が

できないような状態なのですけれども、いかがでしょうか。もう一度お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 繰り返しになりますけれども、今回のこの基金、この後の一般会計の補正予

算もありますけれども、予算措置に関しましては、利島村の事業として、これ先々焼却場の整備に

つながるための第１弾として必要だというところでの対応措置でございます。その上で、財源とし

ては当然いろいろな考え方はあります。榎本課長が先ほど答弁したとおり、庁舎建設基金を今回の

ようにいじらなくても予算は別の方法で確保できることも方法としてはできました。ただ、まだ２

か月足らずで、今後いろんな事態が起きるかもしれないですし、また事業が、これが２月とか１月

とかでしたら、もうこの事業はちょっと今年度見送りましたとかって、そういう状況があれば、そ

ういったところで予算措置ができたかもしれませんが、現時点ではまだやるというようなところで

進めてきているものでありますので、そういった中で今回の対応にさせていただいたというところ

でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はありますか。 

  ３番、石野委員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 計画をされて予算が可決をしているので、その事業に対してお進めになり

たいということ、また進めなければいけないということは十分に認識をしております。ですけれど

も、今の世界情勢、それに鑑みて、様々なものに予算が拡大するというふうなことを考えておかな

ければいけない時世だと私は思っているのです。その中で、全部の事業に対してやっていくという

ふうなことは、もちろん可決されたことで、その事業に対してやっていくのだというふうなお考え

は正しいことは正しいです。ですけれども、今この始まった時点でも不調になる、また不調になっ

たものに対しての金額が膨大なものになってしまっている、そういったことをお考えになったとき

に、この先の事業がどれだけ事業費が膨らむかもしれないというふうなことはやっぱり念頭に置い
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て、その予防策、また来年度にこの事業をやっておきましょうとか、今年度はちょっとこれは控え

ましょうとか、そういったことをお考えになる余地がないというか、考える必要がないというふう

にしてお考えですか。そういうふうな予算の枠組みどおりにできるであろうということから事業を

進めたいというふうなお考えなのでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 予算の枠組みというところですけれども、これは常に考えているところであ

りまして、現在に至っているというふうに考えております。具体的には大きな事業ですとか、昨年

度末も申し上げるとおり水道事業も含めてですけれども、大きな事業を１年度、１か年でやること

は、財政的にも、また島内の施行事業者のリソース的にも厳しいといったところで、優先順位をつ

けてやっていきます。 

  また一方で、このタイミングで実施しなければ先々困ると、これは機会損失とかというような表

現をさせていただいておりますけれども、また先々に値上がりしてしまうかもしれないし、今なお

既存施設の維持経費がかかってしまう、今回のクレーン車庫に関しましては、クレーン車両を更新

するタイミングで重機の延命をしていくことが必要であるというようなところと、焼却施設に今設

置している車庫を移動しなければいけないと、いろんなことを総合的に判断して今回の補正、増額

というふうな対応をしたというふうに考えております。なので、今回のやつは特殊と言えば特殊な

のかもしれないですけれども、事業全体は常に監視して進捗を注視しながら進めてきておりますし、

また先々もいろんな所管、また議員の皆様からの要望等、住民の皆様の必要なもの、また補助があ

るもの、事業、いろんな様々なものがある中で、慎重に選んで実施していくというところは変わり

ないかなというふうに思っております。 

  ただ、世界情勢等、物価高騰、資材不足ですか、そういったものも含めて、ちょっと予見できな

い時代になっているかなというのは間違いないところであります。先ほどもご答弁させていただい

たとおりで、その辺りは慎重に、そして柔軟に対応していきたいなというふうに考えておりますが、

現時点では今回上程させていただいた予算とか条例とか、そういったものは進めていきたい、また

３月の当初予算を軸にいろんなものを進めていきたいなというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 途中ですけれども、ここで休憩とします。 

          （休憩 午前１０時５０分） 

                                           

          （再開 午前１１時００分） 

〇議長（加藤大樹君） 再開いたします。 

  引き続き質疑から再開いたします。 
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  質問のある議員は挙手をお願いいたします。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 再度登壇して、再三申し訳ありません。 

  この基金に対しての事案ということで、議案ということなので、ちょっと質問のほうも脱線した

ようなところもありますけれども、この条例を可決しなければ、その次の議案だったり焼却場の対

応だったりとか、そういったことに対しての対応ができなくなるというふうなことを念頭に予算に

ついてのご質問をさせていただいたという経緯がありましたので、ご理解頂戴したいと思います。 

  また、いろいろな事由に対して、当初の予算から膨らむのではないかというところは、もちろん

その枠内で抑えるというふうなご努力をなさるということですけれども、今の状態のままでの計画

内容でご判断なさるというか、そのまま施行するというふうなことをお考えになっているというふ

うなことでありますので、もう一度計画の見直し等をなさっていただいて、予算に対してもう少し、

十分お考えいただいているところだとは思いますけれども、再考いただける部分については再考し

ていただいて、基金のこのような状態になっているということをもう一度お考えいただきたいと思

います。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） それに答弁求めますか。 

〇３番（石野美由紀君） はい、答弁はもう一度、重複しても構いませんので、よろしくお願いした

いと思います。基金を取り崩さなければいけない状態にあるというふうなことを鑑みて、もう一度

ご答弁頂戴したいと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 基金の活用のみに限らず、予算全体の執行管理に関しましては慎重に今後も

進めていきたいと思っております。また、次年度以降の予算編成に関しましても、今臨時会で伺っ

たご意見も踏まえて予算査定に臨んでいきたいというふうに考えております。よろしくお願いしま

す。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問ありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

  １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 議案第29号につきましては、賛成の立場で討論いたします。 
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  本議案は、基金の名前と目的を庁舎の建設から公共施設整備全般へと広げるものです。先ほどの

質疑でも確認したとおり、本議案は、次の30号で計上されているラフタークレーンの車庫の財源と

も関係しております。クレーン関係の事業は村にとって必要なものであり、私もその必要性は理解

しております。また、基金の条例改正そのものは、内容に妥当性があれば認められるべきものだと

考えております。執行部からの説明もありましたが、今回の改正についてもその妥当性は理解でき

ます。 

  ただ、この基金は、平成27年に庁舎の建設を目的としてつくられたもので、目的を広げるという

ことは当初の考え方を変えるということでもあります。ほかの議員も指摘しておりましたが、印象

として財源が必要になったため、基金の運用を変えると取られてしまう可能性もあるかと思います。

また、情勢的にも建設事業等に関係する財源等の課題は今後も課題となってくるかと思います。執

行部におかれましては、今後の基金の使い方については改めて慎重かつ丁寧に運用していただけれ

ばと思います。 

  以上の理由から本議案に関しましては賛成いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 反対の討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了し、これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって、原案は可決されました。 

 

    ◎日程第３ 議案第３０号 令和８年度利島村一般会計補正予算（第１号）につ 

                 いて 

 

〇議長（加藤大樹君） 続きまして、日程３、議案第30号 令和８年度利島村一般会計補正予算（第

１号）について議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第30号 令和８年度利島村一般会計補正予算（第１号）について。 

  令和８年度利島村一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。第１条として、歳入歳出予算の総額にそれぞれ1,590万円を増額し、歳入歳

出予算の総額を23億4,064万7,000円とする。 
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  詳細に関しましては先ほど来説明していたとおりで、倉庫整備において必要な経費を基金より計

上したというふうに考えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） よろしくお願いいたします。 

  今回の補正の趣旨でございますが、ラフタークレーン用テント車庫の移転整備を目的として入札

を実施したところ、応札事業者は１者あったものの、昨今の中東情勢の影響により、資材価格の高

騰によりまして予定価格を上回る応札額となり、入札不調となりました。入札の開札日に関しては

４月28日になります。このため、現下の市場価格を踏まえた適正な事業費の見直しを行いまして契

約手続を進める必要があることから、1,590万円の増額補正を行うものとなっております。ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問がある議員は挙手をお願いします。 

  １番、木村議員。 

          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） お願いいたします。 

  この工事ですが、令和８年の当初予算で計上されていたものが２か月ほどで追加補正が必要にな

っておりますが、仮にこちらの議案が可決された場合、再入札の時期はどれぐらいの時期になるの

でしょうか。お伺いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 木村議員のご質問にお答えいたします。 

  入札を行ったときに応札事業者さんが１者しかなかったことから、再入札は今考えておりません。

この補正、可決いただいた後仮契約を締結しまして、６月定例議会で契約議案を上程する予定で考

えております。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はありますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 入札がいつ行われたのかということと、その入札自体は予定をしていた日
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であったのか、当初の３月の予算で可決されたときのスケジュールどおりにおやりになったのかと

いうところをお伺いできればと思います。当初は１者でなかったかのようにして記憶はしていたの

ですけれども、その辺の経緯についてもお伺いできればと思います。５月と違っていたら申し訳あ

りません。訂正させてください。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  入札日、応札日ですか、開札日に関しては先ほど申し上げたとおり、４月28日になります。日程

に関しても、当初予定していた日程どおり行われているところでございます。応札会社は、当初予

定していた１社という話なのですけれども、入札しているので、もともと１社も予定していないと

ころでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今後のスケジュールからして、納車が12月ということだったのですけれど

も、これも当初からの予定が12月だったということなのかどうか。また、この納車に合わせて６月

の…… 

          〔何事か言う人あり〕 

〇３番（石野美由紀君） ごめんなさい。申し訳ありませんでした。ちょっと控えています。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はありますか。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 増額に当初の予算から至ったのですけれども、どのような部分で予算のほ

うが膨らんだのかということをご説明頂戴できますか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  先ほどご説明させていただいたとおりなのでございますが、近年の中東情勢の影響による原価価

格の高騰によりまして、テント幕材とか鋼材などの価格が当初想定した額よりも大きく上回ったた

めでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 
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〇３番（石野美由紀君） 総合的に簡潔にご答弁頂戴するとそういった感じなのですけれども、もう

少し詳しく、こちらの当初試算していた予算を組んでいたものに対して、実際にこういう部分でと

いうふうなご説明がもしおありになるようでしたら頂戴できますか。向こうの本体価格がこの短期

間でそんなに上がってしまったというふうなところですか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  繰り返しになりますが、テント資材の価格高騰になります。皆さんも感じていらっしゃると思う

のですけれども、昨今中東情勢により価格が高騰している、急激な価格高騰になっているところで

ございまして、当初予算算定した際には見込めていなかった部分でございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了し、これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎日程第４ 議案第３１号 自走式クレーン車両購入 物品供給契約について 

 

〇議長（加藤大樹君） 日程４、議案第31号 自走式クレーン車両購入 物品供給契約について議題

といたします。 

  執行側の説明を求めます。 

  村山村長。 

          〔村長（村山将人君）登壇〕 

〇村長（村山将人君） 議案第31号 自走式クレーン車両購入 物品供給契約について。地方自治法

第96条第１項第５号の規定に基づき、「自走式クレーン車両購入」について、下記のとおり物品供給

契約を締結するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規

定により、議会の議決を求めるものです。 
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  詳細に関しましては所管より説明いたします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） ご説明させていただきます。 

  本件は、港湾荷役作業等に必要となる重量物のつり上げ作業に対応するため自走式クレーンを購

入するものでございます。 

  現在使用している車両については、導入から相当年数経過しておりまして、老朽化による故障の

リスクや維持管理費の増加が課題となっているところでございます。また、災害発生時における迅

速な応急復旧や離島地域特有の重機調達困難な状況を踏まえて、村として一定の機動力を確保する

必要があることから更新整備を行うものとなっております。 

  契約の概要についてでございますが、契約件名は、自走式クレーン車両購入となっております。

契約金額については7,370万円。契約相手方は株式会社タダノになります。納入期限については、令

和８年12月25日としているところで、納入場所については利島港へ海上輸送する港でございます。 

  本事業によって港湾作業の安全性の向上を図るとともに、島内の安定した物流基盤の確保にもつ

ながると考えております。 

  ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 執行部の説明を終わります。 

  これより質疑を行います。 

  質問がある議員は挙手をお願いします。 

  ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今後のスケジュールですけれども、これは当初からこの予定ということで

考えられていたものでしょうか。この臨時議会において上程されているものについては、なぜ臨時

議会に上程されたのか、その辺についてちょっとご説明頂戴できればと思います。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  納入期限に関しては、当初から令和８年12月25日という形で設定しておりました。本議会に上程

させていただいた背景なのですけれども、入札が終わりまして、落札事業者さんとの調整が円滑に

進みまして仮契約締結まで至ったことから、５月の定例ではなく本議会で上程させていただいてお

ります。12月納期としているところなのですけれども、やはり12月になってくると海況があまり安

定しなくなる時期でもあります。できるだけ早く契約締結ができれば、もしかしたら海況が安定し

ている時期にラフタークレーンの輸送が可能になるかなというところもありまして、本議会で上程
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させていただいているところでございます。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） 今回の上程なのですけれども、上程をして早期の納入につながればという

ところだったのですが、運び込む納入時の費用についても予算化されているところではありますけ

れども、現状としてはその金額には変更がない予定でいらっしゃいますか。その辺の確認をなさっ

ているかどうかの確認をしたいのですが、お願いします。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  輸送費に関しては、当初予算で計上させていただいておるところなのですけれども、現時点では

当初予算からの増額というところは考えていないところなのですけれども、やはり昨今の中東情勢、

なかなか読めないところもあります。さらに納期がいつになるかというところもポイントになって

くるかなと思っています。なので、納期が分かり次第、納入時期が分かり次第、輸送事業者さんと

調整を早々に開始して、事業費の確認は都度進めていきたいと思っています。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ３番、石野議員。 

          〔３番（石野美由紀君）登壇〕 

〇３番（石野美由紀君） この議案に対して、直接運搬費のことは関係はないかのようですけれども、

納品されなければ仕方がない問題なのですけれども、今現在予算どおりのその予定でいるというこ

とですか。運搬の時期になって改めて確認をしてからのことだということでしょうか。今現在は何

らかの確認はなさっていないということでしょうか。 

〇議長（加藤大樹君） 隅産業観光課長。 

          〔産業観光課長（隅 智孝君）登壇〕 

〇産業観光課長（隅 智孝君） 石野議員のご質問にお答えいたします。 

  何度も申し上げて恐縮なのですけれども、やはり中東情勢が読めない中で、今確認しても納入時

期の費用というのはなかなか算出することはできないと思っています。ですので、導入事業者さん

と納入時期を調整というか確認しまして、いつ頃納入できそうかが分かり次第、早々に運搬事業者

さんに再度確認する予定でおります。 

  以上です。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はありますか。 

  １番、木村議員。 
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          〔１番（木村航大君）登壇〕 

〇１番（木村航大君） 購入の目的の一つとして、維持管理費の増加が経緯となっているとのご説明

ありましたが、前車両と新車両で車両購入後の運用に関わる維持管理の年間見込みがどれくらい変

わったかというところを伺わせてください。よろしくお願いいたします。 

〇議長（加藤大樹君） 荻野総務課調整担当課長。 

          〔総務課調整担当課長（荻野 了君）登壇〕 

〇総務課調整担当課長（荻野 了君） 木村議員のご質問にお答えします。 

  前担当として今回の予算の積算をした者ですけれども、過去５年ぐらいの修繕費を見ますと、当

初の時点ではやっぱり100円以内に、どういった修繕をするかというのはその年によって大分違うの

ですけれども、大体100万円以内に収まっていたと。ここ二、三年だとやっぱり200万から300万かか

っているというようなこともありまして、やはり経年による劣化によって複合的にいろんな箇所に

不具合が出てきているというのが現車両の状況ですので、今回、車庫も造られるということで、今

は簡単に言えば吹きさらしというか、屋根はありますけれども、横は防げないような状況の車庫で

すので、そういったところがある程度防げるとなると、そこに今までかかっていたメンテナンス費

というのはかなり抑えられるのでないかなというふうには考えております。細かい、実際に300万が

50万円になるとか、そういったところはちょっと出し切れていないというような状況でございます。 

〇議長（加藤大樹君） ほかに質問はありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、質疑を終了し、これより討論を行います。 

  討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

〇議長（加藤大樹君） ないようですので、討論を終了し、これより採決を行います。 

  採決はタブレットで行ってください。 

          〔投  票〕 

〇議長（加藤大樹君） 投票を締め切ります。 

  投票の結果、賛成５、よって原案は可決されました。 

 

    ◎閉会の宣告 

 

〇議長（加藤大樹君） 以上をもちまして、今臨時会に付された議案については全て終了しました。 

  お諮りします。本臨時会の会議に付された事件は全て終了しました。したがって、会議規則第７

条の規定によって本日で閉会したいと思います。ご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 
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〇議長（加藤大樹君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本臨時会は本日で閉会することに決定しました。 

  令和８年利島村議会第１回臨時会を閉会します。 

  お疲れさまでした。 

                                   （午前１１時３０分） 
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